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面にホが脚*着しをれが住 
居內の壁につながつてゐ 
る0とれによつて脫巧の機 
子が或程度までは推察する 
ことが出巧る0 (Fig. 3參 
照） 


な上二. S の習性の例を 


Fig . 3. チ•グモ住廣巧の脫殻 
1. 腹背の皮 2. 腹おも背甲 4 .背申につ 
けられた糸 5. 住居底6.を 7. 上覇 


擧げて來たが，デグモのが 
究には夜蕾の問題，住居の 
內かの問題が重要であらう 


と思はれる。しかも住居かの巧勸も住居上部が多<,地上におりで活動ずるか 


をかも今後の研究すべき事巧であらう0 


サソリ モド キ追記 
江 崎悚立 

本誌 Vol. 5, No. 2に記した小文"サソリモドキのみ布，'の中にネ邦〇サ 
ソリモドキの來歷を略述した力;，をの中に次の一文獻を脫落してねたので，こ 
こに追記しておきをい0 

卽ち‘1ぐ Kraepelin 巧が1897年に有鞭類ので〇のが）の綜說を潑表して後， 
巧〇6年になつて F. み出 wangart 巧が次り一論文を發表した0 
F. Schwau ど art 一 Uber zwei Formen der Fedipalpengattuner Tvpopeltis 
Foe. von Formosa. Zoologischer Anzet •ざげ,お ci •ぶ), Nr. 11/12, p. 331 一 
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337, 1906. 

この論文の中で巧は臺嚮產かソリモドキの中に二つ〇垫[を區別化ホるものと 
した0卽ち 

1. Typopeltts crucifer crucifer Poc. 

2. fvpopehis cTKcifer Jcocln n. subsp. 

とした。この兩者の差異は？の巧 1 卿卽ち鞭狀になつた卿の靴 ffi の末端にあ 
り，前者では第 S 節及び巧9節（末節）に切れ茲みがある力;，後者では僅かに 
第9節のみに見られ，丽もをの位撞はをの節の中央より末端に近い方にあり且 
遙かに淺いといふのである。同巧の材料〇成體は前者は Haberer 採集の淡水 
及び屈於產のもの1$，3军？，後者は Fruhstorfer 採集の詳しい產地す明の 
2 9?がを)つをのみである。 

かかる些細な差異は勿論亞種を區別するべきでない〇は勿論で，而もこの特 
徵は巧當變異の篆いことは礎かである。從つて臺灣のものは總て琉球のものと 
巧様 Typopeltis siimpsonii ( Wocxl ) とすぺきでをる。かかる僅かな材料の g 少 
の差異に就いて盛種を書くのはもつての外である。 

因に標本を採集した Haberer といふのは Karl Albert 拭 aberer といふ人類 
ををでドィッの人，1899—巧04年頃日本へ來て多數の海產動物及び屆蟲を採集 
した人である0臺灣でも少許の踩集を してね るが，をの滯在朔間は明かでな 
い。义 Fruhstorfer といふのは有名な蝶類擧者 Hans Fruhstorfer (1866—1922) 
のことで，日本へは1899年に來朝しをりであるが，臺灣へは渡つてねない〇彼 
の入手した臺灣のものはおおな Hans Sauter の採集品がまであるから，このザ 
ソリモドキも恐ら< S 孔 liter の採ロロロでをらう 0 



